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児童・生徒の結核検診について児童・生徒の結核検診について

　現代では結核は、薬による治療が可能です。
　また、乳幼児期のＢＣＧ接種が有効とされていて、生後
１歳未満が定期接種の対象年齢となっています。
　日本の結核罹患率（人口10万人あたりの新規登録患者
数）は年々減少していて、令和４年時点は8.2で、近隣アジ
ア諸国に比べても低い水準にあります。
　しかし、学校以外では集団感染の事例があるため、結核
は、引き続き対策が必要な感染症と言えます。

治療と予防

　結核菌を吸い込むことで感染し、咳や痰、発熱など風邪
のような症状を起こすことが多い病気です。肺に炎症を
起こすことが多いですが、腎臓、リンパ節、骨、脳など、体
のあらゆる臓器にも炎症を起こすことがあります。
　結核が進行すると、咳やくしゃみなど
によって空気中に結核菌が飛び散るよう
になり、その結核菌を吸い込むことで感
染が拡がります。これは、一般の市販マス
クでは十分に防ぐことができないため、
集団感染が起きないように早期発見・早
期治療が重要となります。

結核とは

　小・中学校の健康診断では、問診票による調査と学校医
による診察を行い、罹患歴や外国での居住歴、自覚症状な
どの所見から精密検査が必要であると判断された場合
は、医療機関において精密検査を受
けることになっています。
　国内では小児の罹患率は極めて低
く、過去10年間、幼稚園や小・中学校
で集団感染は発生していません。

小・中学校における健康診断

喀痰塗抹陽性肺結核の罹患率（人口 万対）は であり、前年の より 減少

している。喀痰塗抹陽性肺結核の患者が全体に占める割合は で、前年から

ポイントの増加となっている。

年の結核罹患率（人口 万対）は であり、前年の より 減少

し、結核低まん延の水準である罹患率 以下の状態が継続している。減少率を見

ると、 年の前年からの減少率は であることから、減少幅は ポイントの

拡大となっている。
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図１. 結核罹患率の推移（全結核）
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（出典：厚生労働省　2022年結核登録者情報調査年報集計結果）

年齢階級別の結核罹患率は、 歳以上の高齢層で高くなっている。 ～ 歳の罹患

率は で全年齢の罹患率より低いが、 ～ 歳で 、 ～ 歳で 、 歳以

上では となっている。全体としては年齢階級別罹患率の年次推移は減少傾向と

なっている。

区　 分 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

総　数

 0～ 4歳

 5～ 9歳

10～14歳

15～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80～89歳

90歳以上

表６－１．年次別・年齢階級別　結核罹患率　　　　　　　　　　（人口10万対）

年次別・年齢階級別　結核罹患率
（人口10万人対）

（出典：厚生労働省　2022年結核登録者情報調査年報集計結果）
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結核集団感染の件数について（過去10 ヶ年）
（令和５年３月31日時点）

（出典：厚生労働省　結核集団感染事例一覧について）
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